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＜連絡事項＞

· 本日15：30～食事サービス管理提供委員会実施。山田が出席予定。

· 西病棟のオートドア修理完了。

· 山田が10／20（土）出勤の為、勤務変更あり。以下への変更予定。
11／5　山田　　デイナイトケアＢ勤務　→　公休
　　　 中野渡　デイケア勤務　　　　　→　デイナイトケアＢ勤務　　

· 今後のエアロビの実施時間について講師と検討。11月より以下のように変更となる予定。

	時間
	月曜日
	水曜日
	金曜日

	11:00～
	デイナイト　初級
	デイナイト　青竹
	

	13:00～
	デイ　初級
	デイ　中級
	デイ　中級

	15:00～
	デイ　上級
	デイ　上級
	デイ　上級

	17:30～及び17:00～
	スタッフ
	ナイトケア
	


· プログラムテキストに実施チェック表を添付予定。今後、プログラムテキストの整理に使用するファイルを発注予定。

· スタッフ用プログラムアンケート本日中に提出。

＜外来情報＞

· 大久保　律子様～本人頭痛の為、旦那様が代理受診。幻聴などについて訴える事は無く、2週間
　　　　　　　　分の処方を行っている。

· 村田　昭一様　～先週梯子から落ちたと報告されるが、今は何とも無いとの事。

· 横町　浩様　　～「キーンとなって、目がキラキラする」「豆腐を食べたら吐いた。豆腐が駄目
　　　　　　　　なんだ」等の訴え聞かれている。

· 関　秀治様　　～毛髪が引っ張られるような痛みが時々あると話される。又、自分が感動した物を
　　　　　　　　他の人にも見せたいと考えていたら頭が痛くなったと話される。
　　　　　　　　右手第１指にあかぎれあり、サリチル酸ワセリン処方となっている。

· 田名部　一樹様～夕食後すぐに就床前薬を服用して良いか確認あり。本人は20時頃に服用すると
　　　　　　　　一番調子がよく起床出来ると報告される。外来医より調子が良いのであれば、
　　　　　　　　20時頃に服用するように説明あり。又、寒いときにイラっとすると話される為、
　　　　　　　　厚着をするように説明受けている。

· 伊藤　雄一様　～毎週土曜には図書館へ行き、１日3時間ほど勉強をしていると報告している。

· 関口　禅様　　～昨日青山荘退所となった事を報告されている。

＜利用者様情報＞

· 柳町　信之様～昨日ナイトケアを欠席。2週間前に肛門から出血してから痛みがあり、４日間
　　　　　　　排便が無いことや、胸がドキドキして調子が悪いとのこと。今後の通所についても
　　　　　　　来られるか分からないと話される。
　　　　　　　⇒・主治医へ、今後の通所について相談するように説明している。
　　　　　　　　・現在、通所が困難となっている為、ケア会議開催し、今後の通所と自宅での
　　　　　　　　　生活状況の確認のために訪問看護を導入することを検討。検討内容については、
　　　　　　　　　主治医（安ヶ平先生）へと報告していく。

· 大久保　律子様～幸房より情報あり。
　　　　　　　　内容…胸にしこりがあり、乳がん疑いもあるとの事。
　　　　　　　　⇒現在通所が困難となっている事もあり、短時間でも来所して頂けるように
　　　　　　　　　旦那様へも伝える。又、身体的な不調等についても、情報を確認していく。

· 我満　奈津紀様～昨日に続き妊娠について相談あり。ケア会議を開かなくては、妊娠の同意を得ら
　　　　　　　　れないのか確認して来られている。
　　　　　　　　⇒本人が１人で考えて混乱しない為には他者への相談が必要であることを説明
　　　　　　　　　した上で、外来等で主治医へ相談しても良いことを説明。又、今後の本人の
　　　　　　　　　生活サポートの為には、関係機関で共有しておかなくてはならない情報である
　　　　　　　　　事も、併せて説明している。

· 横山　耕生様～睡眠時間が短い事による倦怠感の為欠席。今週に入り同様の理由での欠席が３日間
　　　　　　　続いている為、生活リズムの建て直しの為にも通所が必要である事を説明している。
　　　　　　　本人からは、「今のままではいけない事は分かっているけど、だるいから仕方ない」
　　　　　　　「睡眠時間が短いと動けない」等の理由を挙げて欠席されている。
　　　　　　　⇒・生活リズムの確立が必要である事を再度説明し、来週からは同内容で欠席
　　　　　　　　　しないよう伝えている。
　　　　　　　　・日中に活動する必要性を伝え、短時間（午後からの来所など）でも良い為、
　　　　　　　　　来所するように促していく。

＜事例検討＞

中村　与一郎様　（31）　統合失調症

○デイナイトケア治療計画検討

“定期的に面談しながら、現在出来ていることの振り返りと、これからするべきことを考えることが出来るように援助していく”

○現状

· 自己決定することが出来ず、「どうしたらいいですか？」と質問が多い。又、スタッフからの意見を伝えると、「そのほうがいいですかね」と確認し、相手に決めてもらおうとすることが見られる。最近では、「青山荘に行きたいんですが、どうすればいいですか？」と話されることが目立つ。

· 起床のチェックシートを記入しているが、導入については「スタッフがやれって言ったから」と話されており、プログラム参加チェックシートの記入も必要性を感じていない様子が伺える。

· 以前は、運動や自分で行っている筋トレを行った後は、疲労の為プログラム参加が困難だったが、現在は自分で調整しながら全てのプログラムへ参加することが出来るようになった。

· 継続している筋トレは、自分で体力を付ける事を目標として、回数等を調整して取り組むことが出来ている。

○青風荘からの情報

　チェックシートを使用して、生活状況の振り返りを定期的に実施している。

　項目：起床・入浴・洗濯・洗面

　⇒　開始後2週間目までは自力で行うことが出来ていたが、3週目に入ってからは声を掛けられてから行うことが増えてきている。起床については週／3日は、声掛けで起床している。

　　　振り返りを実施すると、「出来ている」「青山荘には行ける」と話され、自分での振り返りが行えていない様子が見られる。

○今後の対応

· 通所で行っているチェックシートについては、青風荘で行っているものと重複する為、本人と実施目的や必要性について検討。必要と感じていないようであれば中止していく。

· スタッフへ確認してこられた際には、本人がどのように考えているか確認し、自己決定を促す。

高島　吉太郎様（74）　統合失調症

○デイナイトケア治療計画検討

　“プログラムを通して、加齢に伴う能力低下の防止”

○現状

· 徐々にバランス感覚が減退してきている様子で、椅子に座っていても体が傾いており常に声掛けを要している。

· 歩行時には自分でバランスを上手くとっている。

· 本人の様子を見ていて転倒の危険が高い時
⇒・椅子からの立ち上がりの際（テーブルを引っ張って立とうとする）
　・喫煙所内では立ったまま喫煙しているが室内が狭い為、方向変換時に他者と衝突してバランス　　
　　を崩す恐れがある。又、履物を履きかえる為バランスを崩しがち。
　・昼食後は椅子に座ったまま閉眼し、体が傾いている。

· 11：00過ぎから閉眼していることが多く、声掛けにも反応が無いことが時折見られる。

○青風荘からの情報

· 通所でのプログラムが本人へ適しているのかを検討。本人に適したものではない事も予想される為、南陽館の利用も検討。

· 本人は青陽館の利用を希望。

○今後の対応

· 閉眼時や、行動を起こす際には声掛けを行い、立ち上がり時には見守りする。

· 昼食後13：00位から臥床する時間を設定し、生活にメリハリを付けていく。

· 作業などのプログラムでは時間内を集中して過ごす事が出来る為、本人が興味を持って過ごす事が出来るものを組み込んでいく。

· 転倒予防のプログラムを導入し、筋力低下やバランスの低下を防止する。

＜ケア会議報告＞

10/11（木）、関口　禅様のケア会議実施。

○今後の生活目標：家族と適度な距離を持ち、デイケア通所しながら安定した生活が営める。

又、服薬を継続し再入院を防ぐ。

・定期外来受診：隔週で八戸赤十字病院を受診。デイケアの様子を経過連絡として、かかりつけ医院へ提出。デイケア⇒青明舎⇒八戸赤十字病院の順で提出する。

現在青南病院との関わりが強い為、今後青南病院への外来受診移行を検討していく。

・服薬：今まで、怠薬・断薬により再発している経緯がある。

デイケア利用時は、昼食後薬の服用を確認。

自宅での服薬状況は、青明舎訪問時に確認を行う。（毎週土曜日）

・日中の活動：デイケアを週５日利用。（八戸赤十字病院受診の際は、週4日）

・デイケア利用：本人より週４日（水曜休み）での利用希望きかれるが、退所と同時に利用回数の変更を行うことは、生活環境の変化が著しい為、週５日の通所を継続。疲労時などは相談して頂き、欠席などを検討する。

　　　　　　　　体調を崩しやすい為、体調の確認を行っていく。又、本人からの相談については、本人・ご家族の了承を得た上で、関係機関へ情報提供を行っていく。

・家族との距離：現在ご家族と関わる際には、第３者が介入している。ご家族からも、今後も同様の介入を希望きかれている。

　　　　　　　　本人から家族への相談時…相談したい内容を一緒に整理して、相談の必要性を話し合った上で対処。

・退所後１ヶ月間は、青山荘が本人の相談に乗るが、徐々に青明舎へと役割を移行していく。生活上で困ったことがあった際には、青明舎へ相談するように促していく。

　　　　　　　










